
 
 

令和５年４月２４日 

熊本県立水俣高等学校ＰＴＡ会員 様 

 

熊本県立水俣高等学校ＰＴＡ 

会長 小嶋 和也    

熊本県立水俣高等学校 

校長 菅   浩    

 

 令和５年度熊本県立水俣高等学校ＰＴＡ総会の御報告について 

４月２２日におけるＰＴＡ総会につきましては、ＰＴＡ保護者会員総数３８２、

に対して、出席１３９名、委任状２１８名となりました。ＰＴＡ会則第４章 会議 

第１１条の３「総会は、会員の半数以上の出席（委任状を含む）によって成立、議

事は出席会員の過半数をもって決する。」により、会を成立することができました。

さらに総会において、下記の第１号議案から第６号議案の承認されたことを御報告

します。 

また、令和４年度会費決算書の増減額の表記に誤りがありましたので、修正して

報告させていただきます。なお、経理に関しての誤りありません。さらに、新役員、

委員会一覧及び審議によって改定したＰＴＡ会則と、全日制ＰＴＡ会員の皆様に、

働き方改革に伴う電話対応についてお願いを掲載していますので、併せて御確認く

ださい。 

 

記 

ＰＴＡ総会審議事項 

第 1号議案 令和4度会務報告            

第 2号議案 令和4年度決算報告           

第３号議案 令和4年度会計監査報告         

第 4号議案 令和５年度役員(案)            

第 5号議案 令和５年度会務計画(案)          

第 6号議案 令和５年度予算(案)            

以上 

  

お問い合わせ先：水俣高校総務部 

全日制：米村宏之 定時制：山本 浩

  電話：６３－１２８５ 
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令和 5 年度ＰＴＡ役員 
Ｐ Ｔ Ａ 役 職 名 Ｐ Ｔ Ａ 役 員 名 クラス 
会 長 小嶋 和也 ３－５ 

副 会 長 
藤下 純子 ３－１ 
田口 潤一 ２－１ 
大川 泰洋 １－１ 

総 務 
柏木 直美 １－５ 
林田 いくみ １－１ 

会 計 西村 真理子 １－１ 

監 査 委 員 
市来 正美 ２－４ 
山内  瞳 １－１ 

定 時 制 会 長 髙城 めぐみ 定時制４年 
研 修 委 員 長 本村 智子 ２－３ 
生 活 指 導 委 員 長 窪田 宣理 ３－３ 
保 健 体 育 委 員 長 平岡 晋一 １－５ 
文 化 委 員 長 田中 美香 ３－３ 
広 報 委 員 長 豊田 博文 ３－１ 
１ 学 年 委 員 長 中村 哲郎 １－５ 
２ 学 年 委 員 長 島津 かおり ２－３ 
３ 学 年 委 員 長 西 華芽里 ３－２ 

顧 問 
前 会 長 島田 竜守 
校 長 菅   浩 
副 校 長 原  孝弘 

学

校

職

員 

教 頭 （ 全 ） 山下 祐二 
教 頭 （ 定 ） 中村 彰男 
事 務 長 小馬田 裕 
総務部長（全） 米村 宏之 
総務部長（定） 山本  浩 
総 務 副 部 長 安藤  洋 

P T A 係 

役 員 会 米村・山本・安藤・塩崎・古田 
研 修 緒方・笹原 
生 活 指 導 笹原・緒方 
保 健 体 育 笹原・緒方 
文 化 米村・星原 
広 報 星原 
事 務 担 当 塩崎・古田 
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各委員会一覧 
1 学年委員長 5 組 中村 哲郎 副委員長 6 組 木本 孝史 

1 組 広報 今村 香代子 研修 武内 節子 
2 組 生活指導 伊藤 瞳 生活指導 鶴田 聖 
3 組 文化 宮本 由香里 文化 吉海 留美 
4 組 保健体育 木野 輝雄 研修 濱田 亜美 
5 組 保健体育 荒木 のぞみ 保健体育 石塚 智恵美 
6 組 研修 木本 孝史 保健体育 福嶋 薫 

 
2 学年委員長 3 組 島津 かおり 副委員長 2 組 山下 美奈子 

1 組 文化 中村 由香里   
2 組 生活指導 福﨑 朋代 生活指導 山下 美奈子 
3 組 研修 稲葉 美智子 研修 川口 信治 
4 組 研修 板橋 直子 保健体育 鶴田 大輔 
5 組 広報 今村 志保 広報 新立 由香 
6 組 生活指導 吉本 昌子 広報 谷口 奈奈江 

 
3 学年委員長 2 組 西 華芽里 副委員長 1 組 永田 佳奈江 

1 組 文化 永田 佳奈江 生活指導 林田 恭子 
2 組 文化 倉本 敬子 文化 中村 聡美 
3 組 生活指導 谷口 智美 広報 松原 真樹 
4 組 保健体育 柊野 まゆみ 文化 林田 淳子 
5 組 保健体育 佐竹 瑠華 保健体育 濱田 聖子 
6 組 文化 設楽 みゆき 広報 天野 舞子 文化 野﨑 浩二 

 
研修委員会         広報委員会         保健体育委員会 

 
文化委員会          生活指導委員会 

  

委員長 1-5 平岡 晋一 
1 4 木野 輝雄 
1 5 荒木 のぞみ 
1 5 石塚 智恵美 
1 6 福嶋 薫 
2 4 鶴田 大輔 
3 4 柊野 まゆみ 
3 5 副：佐竹 瑠華 
3 5 濱田 聖子 

委員長 2-3 本村 智子 
1 1 武内 節子 
1 4 濱田 亜美 
1 6 木本 孝史 
2 3 稲葉 美智子 
2 3 川口 信治 
2 4 副：板橋 直子 

委員長 3-1 豊田 博文  
1 1 今村 香代子 
2 5 今村 志保 
2 5 新立 由香 
2 6 副：谷口 奈奈江 
3 3 松原 真樹 
3 6 天野 舞子 

委員長 3-3 田中 美香 
1 3 宮本 由香里 
1 3 吉海 留美 
2 1 副：中村 由香里 
3 1 永田 佳奈江 
3 2 倉本 敬子 
3 2 中村 聡美 
3 4 林田 淳子 
3 6 設楽 みゆき 
3 6 野﨑 浩二 

委員長 3-3 窪田 宣理 
1 2 伊藤 瞳 
1 2 鶴田 聖 
2 2 福﨑 朋代 
2 2 山下 美奈子 
2 6 吉本 昌子 
3 1 副：林田 恭子 
3 3 谷口 智美 
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熊本県立水俣高校 PTA 会則 
第 1 章 総則 

(名称及び事務所) 
第 1 条 本会は熊本県立水俣高等学校(以下「本校」と称する)PTA と称し、事 

務局を本校内に置く。 
 

(目的) 
第 2 条 本会は、保護者と本校職員が協力し、教育に関する理解を深め、地域社

会と連携しながら生徒の健全な成長と資質向上に寄与する活動をするととも
に、会員相互の親睦を深め教養の向上を図ることを目的とする。 

 
(方針) 

第 3 条 本会は、教育的団体であり、いかなる宗教、政党にも関与せず。また営
利を目的としない。 

２ 本会は、本校の教育方針に基づく活動に協力する。 
３ 本会は、本校の運営方針に対し、関与しない。 
 

(事業及び活動) 
第 4 条 本会は、第 2 条の目的を達成するため次の事業を行う。 

（１）生徒の学業の向上に関すること。 
（２）生徒の保健衛生の向上に関すること。 
（３）生徒の体育及び文化活動の振興に関すること。 
（４）会員の教育研修に関すること。 
（５）職員の研究修養に関すること。 
（６）教育施設環境の整備及び充実・改善に関すること。 
（７）表彰並びに慶弔親和に関すること。 
（８）他の教育団体との連絡提携に関すること。 
（９）その他、本会の目的達成のために必要と認められること。 

２ 本会は、PTA 教育後援費、体育文化振興費を掌握する。 
 

第 2 章 会員 
(会員) 

第５条 本会の会員は、本校生徒の保護者を会員とし、本校職員を準会員とす
る。 
 

(会員の権利及び義務) 
第６条 会員は、この会の目的達成のために努力しなければならない。 
２ 会員は、この会の目的達成のために総会において意見を提出することができ

る。 
３ 会員は、この会において決定した事項を忠実に履行しなければならない。 
４ 会員は、会費を納める義務がある。 
 

第 3 章（役員） 
（役員） 

第７条 本会に次の役員を置く。 
（１） 会長    １名 
（２） 副会長   ３名以内 
（３） 顧問    若干名（校長、前会長を含む）  
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（４） 総務      ３名(内１名は、本校とする) 
（５） 会計      ２名(内１名は、本校職員とする) 
（６） 各常任委員   １名 
（７） 定時制会長   １名 
（８） 監査      ２名 

 
(役員の任務) 

第８条 役員の任務を次のとおりとする。 
（１）会長は、会務を統括し本会を代表するとともに、 総会及び役員会を開催 

する。 
（２）副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその会務を代行する。 
（３）顧問は、会長の諮問に応え、PTA の運営について助言を行う。 
（４）総務は、会員名簿を作成し、会合の通知、議事録の作成をする。 
（５）会計は、本会の出納事務を行う。 
（６）各常任委員長は、常任委員と協力してその所管職務を遂行する。 
（７）定時制会長は、定時制委員と協力してその所管職務を遂行する。 
（８）監査は、本会の会計及び業務執行を監査し、その結果を総会において報 

告するとともに、意見を述べることができる。 
 

(役員の選出) 
第９条 役員の選出は、指名委員会が役員の候補者を指名し、総会において承認 

を得る。指名委員会は、各学年委員(各学年委員長を含む)６名、学校職員１名、
その他会長が認める者で構成し、会長がこれを委嘱する。また、委員長は 3 学年 
委員長が原則として務める。 

 
(役員の任期) 

第１０条 役員の任期は､1 か年とする。但し、再任を妨げない。役員に欠員が生
じたときは、役員会の協議でこれを補充する。任期は前任者の残任期間とする。 

 
第 4 章  会 議 
(総会) 

第１１条 総会については、次のとおりとする。 
総会は、全会員をもって構成し、本会の最高決議機関であって、本会の運営、 

予算・決算の承認、会則の決定並びに改正、役員の選出、その他重要な事項を
議決する。 

２ 総会は、定期総会と臨時総会とする。定期総会は年度当初に開き、臨時総会 
 は会長が必要と認めたとき、又は会員の 3 分の 1 以上の賛同があったときに開

催する。 
３ 総会は、会員の半数以上の出席(委任状を含む)によって成立し、議事は出席

会員の過半数をもって決する。 
４ 総会の議長は、総会の出席会員の中から選出する。 
 

(役員会) 
第１２条 役員会は、会長、副会長、顧問、総務、会計、各常任委員長、 定時制

会長をもって構成する。役員会は、会長が随時開催する。 
２ 役員会の任務を次のとおりとする。 

（１）本会の事業の企画立案 
（２）各常任委員及び定時制委員の委嘱 
（３）総会に提出する報告及び議案の作成 
（４）その他全般にわたる重要事項の執行  
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(常任委員会) 
第１３条 本会は、円滑な運営を図るため次の常任委員会を置く。なお､役員会の
決定により、必要に応じて特別委員会を置くことができる。 

（１）各学年委員会 
（２）研修委員会 
（３）生活指導委員会 
（４）保健体育委員会 
（５）文化委員会 
（６）広報委員会 

 
(常任委員会の構成及び任務) 

第１４条 常任委員会の構成及び任務は次のとおりとする。 
（１）学年委員会は、役員を除く学級から選出された委員(各学級２名以上)に 

よって構成され、第１学年、第２学年、第３学年ごとに委員会を構成する。 
学年委員会は、各学年及び全学年に関する事項につき協力運営調整を図る
とともに本会活動を推進する。 

（２）研修委員会は、委員長外、各学年委員によって構成され、会員の家庭教
育力向上ための研修及び生徒の進路対策の支援活動を行う。 

（３）生活指導委員会は、委員長外、各学委員によって構成され、学校に協力
し、生徒の校外における生活指導並び健全育成に関する活動を行う。 

（４）保健体育委員会は、委員長外、各学年委員によって構成され、生徒の健 
康増進及び学校行事に協力するとともに、会員の親睦を図るためのレクリ 
エーション等を企画し、実施する。 

（５）文化委員会は、委員長外、各学年委員によって構成され、生徒の文化活 
  動学校行事の支援を行う。 
（６）広報委員会は、委員長外、各学年委員によって構成され、会報の発行等、 

PTA 活動の広報を行う。 
 

(定時制会) 
第１５条 定時制会は、同会長外、若干名の委員によって構成され、本会の目的  
   を達成するために活動する。 

 
第５章  会 議 

(経理) 
第１６条 本会の運営は、 会員の納入する会費及び寄付金をもって充てる。 

 
(会費) 

第１７条 本会の会費は、総会において決定し、納入方法及び納入回数について
は役員会で定める。なお、特別の事情があると認める場合は、役員会にお
いて、会費の減額又は免除することができる。 

 
(会計年度) 

第１８条 本会の会計年度は、毎年 4 月 1 日に始まり翌年 3 月 31 日に終わる。 
 

(会務執行) 
第１９条 本会の会務のうち、予算及び事業の執行に関することについては、会

長がこれを校長に委任する。なお、費目の内訳は、次のとおりとする｡ 
①PTA 費(PTA 役員を中心とした活動に要する経費であり、学校職員も 
会費を負担する。) 
②教育後援費(学校の教育活動を支援するための経費) 
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③体育文化振興費(部活動関係で、県の代表として九州大会や全国大会出 
場する際の生徒の費等に当てる経費） 
 

第６章  雑 則 
 
第２０条 慶弔規定については、別に定める。 

 
第２１条 感謝状の規程については次のとおりとする。 

（１）会長、副会長又は本部役員を 3 年以上務められた会員に対して感謝状並 
びに記念品を贈呈する。 

 
第２２条 本会がその他総会において決定した事業を遂行するために生じた債務

について、会長が交代した場合は、引き継ぐものとする。 
 
付則 

１ 本会は、平成２５年４月１日から施行する。 
 

改定 平成 27 年 5 月 20 日  
改定 平成 28 年 4 月 23 日 
改定 令和 5 年 4 月 22 日 

 
【慶弔規定】 
本規定は会員・準会員及び生徒の慶弔事について具体的な事項を定める。 
 
１ 会員(保護者)生徒 
・生徒死亡 

香典 20,000 円・弔花(生花１基)・弔電１通・代表者会葬 
・保護者死亡 

香典 10,000 円・弔花(生花 1 基)・弔電 1 通・代表者会葬 
・生徒負傷(見舞い) 

別途協議（※10 日以上の入院 5,000 円) 
・災害(土石流災害など) 別途協議 
 
※生徒及び保護者死亡の場合は、学校側からも弔電並び学校側代表者会葬 
※生花 1 基は、15,000 円(税込み)程度とする。 

２ 準会員（教職員） 
・職員死亡 

香典 10,000 円・弔花(生花 1 基) ・弔電１通・代表者会葬 
・配偶者の死亡           ・弔電１通 
・職員の父母又は職員の子女の死亡  ・弔電１通 

※上記以外で会長が必要と認める場合は、その都度協議し決定する。 
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令和５年（２０２３年）４月２６日 

熊本県立水俣高等学校全日制 PTA 会員 様 

 

              熊本県立水俣高等学校 
                   校長  菅  浩 

 

働き方改革実施に伴う電話対応について（お願い） 

新緑の候、保護者の皆さまにおかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申

し上げます。  

さて、現在、学校や子どもたちを取り巻く環境が多様化・複雑化している中で、

教職員の時間外勤務の常態化が課題となっています。 

そのような中、本校におきましても教職員の働き方改革の一環として、 

１６：５０から留守番電話での対応とさせていただいております。 

また、朝の欠席連絡につきましては、８：１０以降の電話をお願いします。 

なお、現在、グーグルのアプリを使った欠席の連絡方法を検討しております。  

導入の際には、また連絡させていただきます。 

保護者の皆様にはご不便をおかけすることがあるかも知れませんが、趣旨をご理

解いただき、ご協力いただきますようよろしくお願いします。  

 

           

 


